
�������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

������������ �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

	

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て

１
カ
月
半
以
上
延
期
に
な
っ

て
い
た
２
０
１
１
年
度
入
学

式
が
５
月
２２
日
、
森
口
記
念

館
で
行
わ
れ
た
。
学
部
生
３

５
９
人
、
大
学
院
生
２６
人
が

入
学
。
今
回
の
震
災
を
乗
り

越
え
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
そ
う
と
誓
い
合
っ
た
。

本
学
で
は
震
災
で
在
学
生

６
人
と
入
学

予
定
者
１
人

が
亡
く
な
っ

て
い
る
。

坂
田
隆
学

長
は
、
式
辞

で
「
希
望
を

か
な
え
る
こ

と
な
く
命
を

奪
わ
れ
た
若

者
た
ち
の
無

念
さ
を
考
え

る
と
や
り
き

れ
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
残
さ

れ
た
者
に
で
き
る
こ
と
は
、

亡
く
な
っ
た
方
た
ち
の
分
も

生
き
て
、
明
る
い
暮
ら
し
を

つ
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と

述
べ
た
。
そ
の
う
え
で
「
震

災
後
の
日
本
全
体
の
様
子
を

見
ま
す
と
、
価
値
観
が
大
き

く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
時
だ

か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
が

腰
を
据
え
て
勉
強
し
、
長
い

視
点
で
物
事
を
考
え
て
ほ
し

い
」
と
新
入
生
に
期
待
を
寄

せ
た
。

新
入
生
を
代
表
し
て
、
理

ご
の

い

と
し

た
か

工
学
部
の
五
井
俊
好
さ
ん

（
宮
城
県
石
巻
北
高
）
が「
多

く
の
人
に
支
え
ら
れ
、
助
け

ら
れ
て
い
る

こ
と
を
決
し

て
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
社

会
に
貢
献
で

き
る
人
間
と

な

れ

る

よ

う
、
精
い
っ

ぱ
い
努
力
し

ま
す
」
と
宣

誓
。
理
工
学

研
究
科
の
浅

野
芳
樹
さ
ん

も
「
専
門
分

野
で
、
よ
り

深
い
知
識
と
高
度
な
技
術
を

身
に
つ
け
、
そ
れ
を
社
会
に

還
元
し
、
復
興
支
援
へ
の
礎

の
一
つ
と
な
り
ま
す
」
と
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
た
。

式
後
に
は
、
中
止
と
な
っ

た
昨
年
度
学
位
記
授
与
式
で

予
定
さ
れ
て
い
た
川
島
記
念

学
術
賞
の
授
与
式
が
行
わ

れ
、
日
髙
義
博
学
校
法
人
専

修
大
学
理
事
長
か
ら
賞
状

が
、
坂
田
学
長
か
ら
メ
ダ
ル

が
手
渡
さ
れ
た
。

南
東
北
大
学
野
球
連
盟
の

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
代

表
決
定
戦
最
終
戦
が
５
月
３１

日
、
福
島
県
本
宮
市
の
楽
天

イ
ー
グ
ル
ス
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
本
宮
で
行
わ
れ
た
。
硬
式

野
球
部
は
東
日
本
国
際
大
と

対
戦
し
た
が
、０
―
３
で
敗
れ
、

２
年
ぶ
り
４
度
目
の
全
日
本

大
学
野
球
選
手
権
記
念
大
会

出
場
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

今
季
は
震
災
の
影
響
で
、

通
常
の
リ
ー
グ
戦
を
開
催
で

き
す
、
６
校
を
２
つ
の
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
け
、
各
１
位
校
が

代
表
決
定
戦
を
行
っ
た
。
Ａ

ブ
ロ
ッ
ク
１
位
の
本
学
と
Ｂ

ブ
ロ
ッ
ク
１
位
の
東
日
本
国

際
大
は
共
に
被
災
し

た
が
、
両
チ
ー
ム
の

選
手
た
ち
は
震
災
後

の
厳
し
い
練
習
環
境

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ひ
た
む
き
に
プ
レ
ー

し
、
観
客
か
ら
大
き

な
喝
采
を
浴
び
た
。

高
嶋
修
也
主
将

（
経
営
４
・
宮
城
県

利
府
高
）
は
「
代
表

決
定
戦
は
気
持
ち
の

部
分
で
及
ば
な
か
っ
た
。
全

力
を
出
し
切
っ
た
の
で
、
悔

い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
今

大
会
で
引
退
と
な
り
ま
す

が
、
後
輩
た
ち
に
は


南
東

北
�
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
ほ

し
い
」と
話
し
た
。

ま
た
、
全
試
合
を
投
げ
ぬ

き
、
ブ
ロ
ッ
ク
１
位
に
貢
献

し
た
高
橋
祐
太
投
手
（
経
営

４
・
石
巻
商
高
∥
写
真
）
が

優
秀
選
手
賞
に
選
ば
れ
た
。

東
北
学
生
テ
ニ
ス
春
季
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
（
東
北
学

生
テ
ニ
ス
連
盟
主
催
）
が
５

月
３
日
か
ら
１３
日
ま
で
、
仙

台
市
の
東
北
大
学
ほ
か
で
行

わ
れ
、
硬
式
テ
ニ
ス
部
の
和

田
咲
良
さ
ん
（
経
営
２
・
宮

城
県
泉
館
山
高
∥
写
真
）
が

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
６
位
と

な
り
、
２
年
連
続
の
全
日
本

学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
以
下
、
イ
ン
カ
レ
）
出
場

を
決
め
た
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
準
々
決

勝
で
敗
れ
た
が
、
イ
ン
カ
レ

出
場
権
を
賭
け
た
５
～
８
位

決
定
リ
ー
グ
戦
を
２
勝
１
敗

で
終
え
、
６
位
入
賞
。ま
た
、

女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
は
高
校
の

後
輩
で
あ
る
今
野
麻
未
さ
ん

（
東
北
薬
科
大
）
と
の
コ
ン

ビ
で
４
位
と
な
り
、
イ
ン
カ

レ
候
補
（
補
欠
）入
り
し
た
。

「
５
位
以
上
を
目
指
し
て

い
た
の
で
悔
し
い
で
す
。
緊

張
し
て
、
思
う
よ
う
に
プ
レ

ー
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」
と

振
り
返
り
、
イ
ン
カ
レ
に
向

け
、
「
練
習
場
所
の
提
供
な

ど
、
周
囲
の
方
か
ら
多
く
の

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

ま
ず
は
１
回
戦
突
破
を
目
標

に
一
歩
ず
つ
頑
張
り
ま
す
」

と
話
し
た
。

こ
の
結
果
は
硬
式
テ
ニ
ス

部
に
と
っ
て
も
明
る
い
話
題

で
、
部
員
一
丸
と
な
っ
て
応

援
し
て
い
る
。

本
学
は
震
災
直
後
か
ら

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
や
避
難
所
と
し
て
機

能
し
て
お
り
、現
在
は「
復

興
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、
本
学
施
設
を
開

放
し
て
い
る
。

４
月
か
ら
、
宮
城
県
石

巻
合
同
庁
舎
の
仮
事
務
所

と
し
て
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

や
駐
車
場
な
ど
を
貸
し
出

し
て
い
る
。

ま
た
、
６
月
１
日
か
ら

は
津
波
で
校
舎
が
大
き
な

被
害
を
受
け
た
石
巻
赤
十

字
看
護
専
門
学
校
に
、
２

号
館
２
、
３
階
の
教
室
な

ど
を
提
供
し
て
い
る
。

坂
田
学
長
は
「
非
常
時

こ
そ
地
域
に
貢
献
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

経
営
学
部
の
教
員
１１
人
と

そ
の
ゼ
ミ
生
６９
人
が
６
月
４

日
、
石
巻
市
内
の
中
心
部

で
、
被
災
し
た
企
業
や
商
店

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
。
こ
れ
は
石
巻
市
が

策
定
中
の
震
災
復
興
基
本
計

画
の
基
礎
資
料
の
一
つ
と
な

る
も
の
で
、
宮
城
県
建
築
住

宅
セ
ン
タ
ー
の
協
力
機
関
と

し
て
参
加
。
本
学
で
は
今
年

度
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
単
位
認
定
し
て
お
り
、
こ

の
活
動
も
対
象
と
な
る
。

山
崎
泰
央
准
教
授
は
「
地

元
に
立
地
す
る
大
学
と
し

て
、
学
生
に
地
域
の
現
状
を

知
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。
活
動

を
通
し
て
『
今
で
き
る
こ

と
』
を
考
え
、
地
域
貢
献
へ

の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
結
び
つ
け

て
ほ
し
い
」と
狙
い
を
語
り
、

「
２
０
６
部
の
調
査
票
を
回

収
で
き
た
。
目
標
以
上
の
成

果
で
、
本
学
の
底
力
を
見
せ

ら
れ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

学
生
か
ら
は
「
震
災
前
と

同
様
に
生
活
し
、
仕
事
を
再

開
し
て
い
る
方
々
か
ら
話
を

聞
き
、
良
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
」
（
渡
部
孔
庸
さ
ん
∥

経
営
３
・
秋
田
県
明
桜
高
・

杉
田
博
ゼ
ミ
）、「
大
変
さ
や

苦
労
が
直
接
伝
わ
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
機
会
を
見

つ
け
て
お
手
伝
い
し
た
い
で

す
」（
矢
内
孝
史
さ
ん
∥
経
営

１
・
福
島
県
石
川
高
・
竹
中

徹
ゼ
ミ
）、「『
寿
町
通
り
』
で

は
、
再
開
し
よ
う
と
し
て
い

る
店
舗
が
２
、
３
軒
し
か
な

く
、
考
え
て
い
た
以
上
に
被

害
は
甚
大
で
し
た
。『
地
域
の

活
性
化
』
の
意
義
を
考
え
る

意
味
で
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
」（
佐
々
木
英
晃
さ
ん
∥
経

営
学
研
究
科
２
・
宮
城
県
東

北
高
・
大
坂
良
宏
ゼ
ミ
）
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

進
路
支
援
係
主
催
の
「
学

内
企
業
説
明
会
」
が
５
月
３１

日
、
本
学
で
開
か
れ
た
。
企

業
・
団
体
１６
社
の
採
用
担
当

者
と
４
年
次
生
約
７０
人
（
既

卒
者
含
む
）
が
参
加
し
た
。

県
内
は
震
災
の
影
響
で
求

人
企
業
合
同
セ
ミ
ナ
ー
が
激

減
。
求
人
社
数
も
減
少
し
て

い
る
就
職
環
境
の
中
、
参
加

学
生
は
３
時
間
に
わ
た
っ
て

採
用
担
当
者
の
説
明
を
熱
心

に
聴
き
、
自
己
Ｐ
Ｒ
に
励
ん

で
い
た
。

専
修
大
学
と
合
同

進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス

本
学
と
専
修
大
学
合
同
の

進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
６
月
９

日
、
仙
台
市
青
葉
区
の
Ｔ
Ｋ

Ｐ
仙
台
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

理
工
学
部
の
福
島
美
智
子

教
授
が
「
知
力
を
生
か
す
」

と
題
し
て
模
擬
授
業
を
実

施
。
受
講
し
た
生
徒
た
ち

は
、
大
学
で
の
学
び
で
手
に

す
る
「
知
力
」
の
魅
力
に
高

い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
個
別
相
談
や

在
学
生
に
よ
る
大
学
紹
介
が

行
わ
れ
た
。
会
場
に
は
学
科

展
示
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
、
多
く
の
受
験
生
が
会
場

に
詰
め
掛
け
た
。

訂
正

５
月
号
６
面

「
新
専
任
教
員
紹

介
」
で
、
経
営
学
部
の
「
舛

井
通
晴
助
教
」
は
「
舛
井
道

晴
助
教
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

▲ 新たなスタートに気も引き締まる

石
巻
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
に
教
室
を
提
供

―坂田学長が式辞

「腰を据え長い視点で
物事を考えてほしい」

震震災災乗乗りり越越ええ新新たたなな一一歩歩

「
復
興
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環

▲ 式辞を述べる坂田学長

経
営
学
部
教
員
・
ゼ
ミ
生
が

被
災
企
業
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

森口記念館で１１年度入学式

▲ 採用担当者の説明を熱心に聞く参加者

「学内企業説明会」に

４年次生ら７０人参加

▲ 地元商店などでアンケート調査

▲ 練習に励む和田さん

惜
し
く
も�
全
日
本
�出
場
な
ら
ず

高
橋
祐
太
投
手
が
優
秀
選
手
賞
に

▲ 全試合に力投した高橋さん

硬
式
野
球
部

▲ ＯＢによる応援団の熱いエール

和
田
さ

ん

が
２
年
連
続
イ
ン
カ
レ
へ

女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
も
〝
候
補
〟入
り

硬
式
テ
ニ
ス
部
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